
‭脚本‬

‭書き殴ったこの文字が‬
‭読めないと分かってるから‬
‭恥ずかしくて隠した‬
‭さよならも言えなくて‬
‭ずっと子供のまま‬
‭世界の音を聴いてた‬

‭最終回に間に合わないとするなら‬
‭そんな脚本は破り捨ててしまえ‬

‭締切はもうとっくに過ぎてしまったけど‬
‭まだ間に合うのかな？‬
‭怒られちゃうから黙ってよう‬
‭先生にもパパとママ、‬
‭友達にも秘密だ‬

‭最終回に間に合わないとするなら‬
‭そんな脚本家は殴り飛ばしちゃえ‬

‭書き殴ったこの文字が‬
‭読めないと分かってるから‬
‭ずっと子供のまま‬
‭世界の音を聴いてた‬

‭最終回に間に合わないとするなら‬
‭そんな脚本家はクビにしてしまえ‬
‭そしてこの世界の傷口から‬
‭溢れる空気を浴びて‬
‭吐き出した‬


